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エグゼクティブサマリ
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• 営業利益は、銅加⼯事業、⾦属事業での増販及び円安影響により前年同期⽐+5億円の増益
• 経常利益は、ロス・ペランブレス鉱⼭からの受取配当⾦が減少、UBE三菱セメント社（MUCC）の⽣産体制⾒直

しによる特別損失などにより前年同期⽐△151億円の減益

• 円安影響等により、売上を上⽅修正
• 営業利益は、全体として若⼲の下⽅修正
 銅加⼯事業、加⼯事業、環境・エネルギー事業は前回⾒込みよりも収益が上振れる⾒込み。
 電材事業は、半導体・⾃動⾞向けは堅調であるが、⾜許状況を踏まえ前回⾒込みほど伸びない。
 ⾦属事業は、各種コスト対策を進めているが、エネルギーコスト増や硫酸価格の低迷等により前回⾒込みよりも下振れる。

• 経常利益は、MUCCの特別損失が持分法投資損益として計上され、⼤きく下⽅修正
• 純利益は、多結晶シリコン事業の特別損失等により、⼤きく下⽅修正

• 今期は持分法損失や事業再編損失など⼀過性の損失が多く⾒込まれているが、MUCCについては、来期以降
⽣産⾒直し及び値上げ効果により⿊字化が期待できる⾒込み

• 22中経の⽅針として事業ポートフォリオの最適化に取り組み、多結晶事業の譲渡をもって、課題事業の整理（事
業の選択）が概ね完了した。来期からの中期経営計画で成⻑戦略を⽰す

• 現在の中期経営計画のROIC⽬標4.0%は当初⽬標（6.0%）から下⽅修正したものである。今期の通期⾒
通しROICは2.1%と⽬標を⼤きく下回る（セメント事業除き5.7%）

• 現在、ROIC改善に向け、製品拡販、原価率低減などのROIC改善ドライバーを定め、改善を進めている。

2023年
3⽉期通期

⾒通し

来期以降の
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［単位︓億円］

22年3⽉期 23年3⽉期
上期実績(a) 上期実績(b) 増減(b-a)

売上⾼ 8,600 8,319 △280
営業利益 290 295 5
受取配当⾦ 105 67 △37
その他⾦融収⽀ △24 △23 0
持分法損益 29 △97 △127
その他営業外損益 △18 △11 7
経常利益 382 230 △151
特別損益 197 116 △80
法⼈税等 △152 △80 72
⾮⽀配株主に帰属する四半期純利益 △45 △30 14
親会社株主に帰属する四半期純利益 381 236 △145

ドル為替レート （円/ドル） 110 134 24
ユーロ為替レート（円/ユーロ） 131 139 8
銅価格（LME) （￠/lb） 433 392 △41

前年実績対⽐（損益計算書）
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［単位︓億円］

382

22年3⽉期
上期経常利益

23年3⽉期
上期経常利益

事業PF 持分法
損益

事業PF価格差 数量差 その他

営業利益は増益の⼀⽅、経常利益は減益
営業利益は、セメント事業、アルミ事業が連結の範囲から除外された影響に加え、エネルギーコストの増加、パラジウム価
格の下落があった⼀⽅、ドル、ユーロを中⼼に為替⽔準が円安に推移したことに加え、銅加⼯での欧⽶地域を中⼼とした
販売の増加、⾦属事業での増産、増販により対前年5億円の増益となった。

経常利益は、ロス・ペランブレス鉱⼭からの受取配当⾦が減少したことに加え、UBE三菱セメント社の持分法による投資
損失の計上などにより対前年△151億円の減益となった。

230
△58 +87

△26 +46 △44

+4

為替差

△3

セメント△23
アルミ△31他

MUCC△126

受取
配当⾦

その他

△36

△122

営業利益+5億円営業利益+5億円
営業外損益△157億円

前年実績対⽐（要因内訳）
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［単位︓億円］

増減

売上⾼ 営業利益 経常利益 売上⾼ 営業利益 経常利益 売上⾼ 営業利益 経常利益

2,305 58 72 2,603 61 61 297 2 △ 11

銅加⼯ 1,729 14 19 2,001 24 12 271 10 △ 6

電⼦材料 583 43 53 604 38 50 20 △ 5 △ 2

加⼯ 654 58 57 718 78 88 64 20 30

⾦属 4,694 148 249 5,655 159 201 960 11 △ 48

環境・エネルギー 91 7 14 102 15 25 10 8 11

その他 ＊ 2,186 61 49 729 24 △ 108 △ 1,457 △ 36 △ 157

調整額 △ 1,333 △ 43 △ 61 △ 1,488 △ 44 △ 37 △ 155 △ 1 23

合計 8,600 290 382 8,319 295 230 △ 280 5 △ 151

＊2022年４⽉１⽇に実施したセメント事業及びその関連事業等の統合に伴い、セメント関連は「その他」に含めて記載しております。

⾼機能製品

22年3⽉期上期実績 23年3⽉期上期実績

前年実績対⽐（セグメント別内訳）
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［単位︓億円］

22年3⽉末 22年9⽉末 増減
(a) (b) (b-a)

現⾦・預⾦ 1,592 1,560 Δ 31

受取⼿形・売掛⾦ 2,498 1,888 Δ 609

棚卸資産 4,545 4,619 73

その他      3,752 3,987 234

流動資産 計 12,389 12,056 Δ 333

有形・無形固定資産 6,777 4,431 Δ 2,346

投資その他資産 2,083 3,428 1,345

固定資産 計 8,860 7,859 Δ 1,001

資産 計 21,250 19,916 Δ 1,334

資産

22年3⽉末 22年9⽉末 増減
(a) (b) (b-a)

⽀払⼿形・買掛⾦ 1,585 1,129 Δ 455
借⼊⾦・社債・CP 6,087 29% 5,851 29% Δ 235
その他負債     7,020 6,354 Δ 665

負債 計 14,692 13,335 Δ 1,357

資本⾦ 1,194 1,194 －
資本剰余⾦・⾃⼰株式 765 766 0
利益剰余⾦ 3,288 3,459 170
その他の包括利益累計額 599 739 140
⾮⽀配株主持分 709 421 Δ 288

純資産 計 6,557 31% 6,581 33% 23

負債純資産 計 21,250 19,916 Δ 1,334

⾃⼰資本⽐率 28 ％ 31 ％

ネットDEレシオ 0.77 倍 0.70 倍

負債

純資産

貸借対照表
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［単位︓億円］

*前回予想 今回予想 増減 増減率

売上⾼ 16,400 16,900 500 3.0%

営業利益 450 440 △ 10 △ 2.2%

経常利益 320 180 △ 140 △ 43.8%

親会社株主に帰属する
当期純利益 200 30 △ 170 △ 85.0%

⼀株配当（円） 50 50 0
 ＊８⽉９⽇公表値

経常利益は、UBE三菱セメント㈱における⽣産体制⾒直しに伴う特別損失の計上により、同社に係る
持分法による投資損失が拡⼤する⾒込みであることなどから減益。
当期純利益は、⼀定の資産売却を⾒込むものの、経常利益の減益に加えて、多結晶シリコン事業の譲
渡に伴う特別損失を計上する⾒込みであることなどから⼤きく減益となる⾒込み。

前提条件 ＊前回予想 今回予想 増減

ドル為替レート 134 139 6 円/ドル

ユーロ為替レート 136 139 4 円/ユーロ

銅価格（LME） 378 368 △ 10 ￠/ｌｂ

9

23年3⽉期 通期業績予想

感応度 今回予想

為替レート 営業利益1円/$円安 3 億円

営業利益1円/€円安 0.8 億円

銅価格(LME) ａ 営業利益10￠/lb 2 億円

ｂ 営業外収益10￠/lb 1 億円

ａ+ｂ 経常利益10￠/lb 3 億円



320

前回予想
経常利益

今回予想
経常利益

為替差 持分法
損益

数量差 その他

前回予想より△140億円減益
営業利益は、円安効果を加⼯事業、⾦属事業を中⼼に織り込むも、エネルギー価格の⾼騰に加え、硫酸市況の下落
などにより前回予想から△10億円の減益を⾒込む。

経常利益は、UBE三菱セメント社の持分法投資損失の拡⼤などにより前回予想から△140億円の減益の180億円を
⾒込む。

180

+41 △27 △8 △16

+3

価格差

MUCC△135

受取
配当⾦

その他

+12

△145

営業利益△10億円
営業外損益△130億円

23年3⽉期 通期業績予想（要因内訳）

［単位︓億円］
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［単位︓億円］

＊８⽉９⽇公表値

*前回予想 今回予想 増減

売上⾼ 営業利益 経常利益 売上⾼ 営業利益 経常利益 売上⾼ 営業利益 経常利益

5,258 95 91 5,398 107 99 140 12 8

銅加⼯ 4,003 30 14 4,122 47 25 119 17 11

電⼦材料 1,269 68 80 1,285 65 80 16 △ 3 0

加⼯ 1,480 142 146 1,501 155 162 21 13 16

⾦属 10,539 237 259 10,907 197 207 368 △ 40 △ 52

環境・エネルギー 176 20 34 181 23 39 5 3 5

その他 ＊ 1,472 42 △ 92 1,524 44 △ 218 52 2 △ 126

調整額 △ 2,527 △ 88 △ 119 △ 2,612 △ 88 △ 110 △ 85 0 9

合計 16,400 450 320 16,900 440 180 500 △ 10 △ 140

＊2022年４⽉１⽇に実施したセメント事業及びその関連事業等の統合に伴い、セメント関連は「その他」に含めて記載しております。

⾼機能製品

23年3⽉期 通期業績予想（セグメント別内訳）
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［単位︓億円、千t］
上期は、欧州地域の販売増加に加え、値上げによる増益があったものの、営業外費⽤の増加により減益。
年間⾒込みは、増販、円安効果を織込み前回予想からの増益を⾒込む。

セグメント概況 ⾼機能製品（銅加⼯）

12

22年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
上期実績 増減 23年3⽉期

年間前回予想
23年3⽉期
年間今回予想 増減

売上⾼ 1,729 2,001 271 4,003 4,122 119

営業利益 14 24 10 30 47 17

経常利益 19 12 △6 14 25 11

伸銅品販売量 68 66 △2 140 139 △1

■前年実績対⽐要因内訳 ⾦額

前期経常利益 19

(事業PF影響) △8

(為替差)円安影響 +2

(価格差)値上げ 外 +4

(数量差)欧州地域販売増 +7

(受取配当⾦) +1

(持分法損益) +5

(その他) △17

当期経常利益 12

■通期予想対⽐要因内訳 ⾦額

前回予想 14

(為替差)円安影響 +4

(価格差) △13

(数量差)欧州地域販売増 +8

(その他) +12

今回予想 25
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セグメント概況 ⾼機能製品（電⼦材料）
［単位︓億円］

上期は、為替⽔準が円安に推移した影響があったが、国内でのエネルギー価格⾼騰や原料価格の⾼騰により減益。
年間⾒込みは、半導体市況悪化による減販を織込むが経常利益は前回予想並みを⾒込む。

22年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
上期実績 増減 23年3⽉期

年間前回予想
23年3⽉期
年間今回予想 増減

売上⾼ 583 604 20 1,269 1,285 16

営業利益 43 38 △5 68 65 △3

経常利益 53 50 △2 80 80 0

■前年実績対⽐要因内訳 ⾦額

前期経常利益 53

(事業PF影響) △2

(為替差)円安影響 +16

(価格差)ｴﾈﾙｷﾞｰ価格⾼騰 外 △14

(受取配当⾦) △1

(その他) △1

当期経常利益 50

■通期予想対⽐要因内訳 ⾦額

前回予想 80

(為替差)円安影響 +1

(数量差) △10

(持分法損益) +2

(その他) +6

今回予想 80
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セグメント概況 加⼯事業
［単位︓億円］

上期は、国内でのエネルギー価格⾼騰やロックダウンによる中国地域への販売が低迷するも、為替⽔準が円安に推移した事で増益。
年間⾒込みは、⾜許の為替⽔準継続、国内販売価格の値上げを織込み前回予想からの増益を⾒込む。

22年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
上期実績 増減 23年3⽉期

年間前回予想
23年3⽉期
年間今回予想 増減

売上⾼ 654 718 64 1,480 1,501 21

営業利益 58 78 20 142 155 13

経常利益 57 88 30 146 162 16

■前年実績対⽐要因内訳 ⾦額

前期経常利益 57

(為替差)円安影響 +20

(数量差)中国減 外 △1

(その他) +11

当期経常利益 88

■通期予想対⽐要因内訳 ⾦額

前回予想 146

(為替差)円安影響 +11

(価格差)値上げ 外 +8

(数量差) +1

(その他) △4

今回予想 162



＊電気銅販売量（PTS）は買鉱製錬による電気銅販売量となります。
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セグメント概況 ⾦属事業
［単位︓億円、千t］

上期は、国内でのエネルギー価格⾼騰による減益があったものの、為替⽔準が円安に推移したことや、電気銅の販売増加により営業利益で増益。
⼀⽅で、鉱⼭配当の減少に加え持分法損益の減少などにより経常利益は減益となった。
年間⾒込みは、⾜許の為替⽔準継続による増益を⾒込むも、エネルギー価格の更なる⾼騰や持分法損益の減少を織込み前回予想から減益を⾒込む。

22年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
上期実績 増減 23年3⽉期

年間前回予想
23年3⽉期
年間今回予想 増減

売上⾼ 4,694 5,655 960 10,539 10,907 368

営業利益 148 159 11 237 197 △40

経常利益 249 201 △48 259 207 △52

電気銅販売量
（単体⾃社品） 146 162 16 314 309 △5
電気銅販売量
（PTS）＊ 131 138 7 232 233 1

鉱⼭配当 94 57 △37 76 74 △1

■前年実績対⽐要因内訳 ⾦額

前期経常利益 249

(為替差)円安影響 +46

(価格差) △14

(数量差)電気銅販売増 +16

(受取配当⾦)鉱⼭配当減 △37

(持分法損益) △10

(その他) △49

当期経常利益 201

■通期予想対⽐要因内訳 ⾦額

前回予想 259

(為替差)円安影響 +23

(価格差) △23

(数量差)電気銅販売減 △14

(持分法損益) △12

(その他) △25

今回予想 207
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セグメント概況 環境・エネルギー事業
［単位︓億円］

上期は、原⼦⼒事業での販売増加に加え、地熱発電にて昨年度に定修を⾏ったことによる反動、持分法損益は湯沢地熱㈱にて増益となった。
年間⾒込みは、原⼦⼒事業での増販を織込み前回予想からの増益を⾒込む。

22年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
上期実績 増減 23年3⽉期

年間前回予想
23年3⽉期
年間今回予想 増減

売上⾼ 91 102 10 176 181 5

営業利益 7 15 8 20 23 3

経常利益 14 25 11 34 39 5

■前年実績対⽐要因内訳 ⾦額

前期経常利益 14

(数量差) +12

(持分法損益) +1

(その他) △2

当期経常利益 25

■通期予想対⽐要因内訳 ⾦額

前回予想 34

(数量差) +3

(持分法損益) +2

今回予想 39



［単位︓億円］

UBE三菱セメント㈱概況
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■UBE三菱セメント㈱損益計算書

23年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
通期予想

売上⾼ 2,814 6,575

営業利益 △200 △235

経常利益 △186 △225

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 △263 △495

■当社持分法投資損益

持分法による投資損失＊ △134 △264

前回予想 △129

増減 △135
＊持分法による投資損失は当社業績予想におけるドル為替
レート139円/ドルにて計算しております。

23年3⽉期
上期実績

23年3⽉期
通期予想

セメント(国内総需要) (万ｔ) 1,859 3,800
セメント(国内)販売数量 (万ｔ) 457 932
セメント(⽶国)販売数量 (万ｔ) 92 170
⽣コン(⽶国)販売数量 (万cy) 340 650
⽯炭価格 ($/ｔ) 398 399
ドル為替レート (円/ドル) 134 135
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［単位︓億円］

(△233) (36) (60)

21/3期
実績

22/3期
実績

23/3期
今回予想

(ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ )

784 

68 

820 

Δ 1,017

Δ 32

Δ 760

415 

Δ 50 Δ 60

営業活動 投資活動 財務活動

キャッシュフロー



［単位︓億円］

5,452 
5,848 5,870 

4,763 
4,494

3,720 

0.87 0.77 0.63
0.72 0.63 0.51

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

0

2,000

4,000

6,000

8,000

⾃⼰資本

ネット有利⼦負債

ネットDEレシオ（倍）

ネットDEレシオ（倍）＊

21/3期
実績

22/3期
実績

23/3期
今回予想

＊ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾛｰﾝ調整後

ネットＤＥレシオ
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［単位︓億円］

*「収益認識に関する会計基準等の適⽤」における当社グループの概算影響となります。

*
22年3⽉期 23年3⽉期
上期 上期 増減

実績（a） 実績（b） （b-a）
売上⾼ 2,305 2,603 297 △ 50 124 208 14
営業利益 58 61 2 △ 3 △ 9
経常利益 72 61 △ 11 △ 11 0 5 △ 19
売上⾼ 1,729 2,001 271 △ 23 95 164 33

銅加⼯ 営業利益 14 24 10 △ 1 △ 2
経常利益 19 12 △ 6 △ 8 1 5 △ 17
売上⾼ 583 604 20 △ 27 28 43 △ 23

電⼦材料 営業利益 43 38 △ 5 △ 2 △ 5
経常利益 53 50 △ 2 △ 2 △ 1 0 △ 1
売上⾼ 654 718 64 57 18 △ 11
営業利益 58 78 20 1
経常利益 57 88 30 0 0 11
売上⾼ 4,694 5,655 960 1,003 △ 334 292
営業利益 148 159 11 △ 37
経常利益 249 201 △ 48 △ 37 △ 10 △ 49
売上⾼ 91 102 10 △ 27 0 0 38
営業利益 7 15 8 0 △ 4
経常利益 14 25 11 0 0 1 △ 2

  売上⾼ 2,186 729 △ 1,457 △ 1,603 14 0 131
営業利益 61 24 △ 36 △ 54 8
経常利益 49 △ 108 △ 157 △ 50 1 △ 125 7
売上⾼ △ 1,333 △ 1,488 △ 155 0 90 △ 245
営業利益 △ 43 △ 44 △ 1 △ 1
経常利益 △ 61 △ 37 23 0 8 15
売上⾼ 8,600 8,319 △ 280 △ 1,680 1,199 △ 19 220
営業利益 290 295 5 △ 58 △ 44
経常利益 382 230 △ 151 △ 61 △ 36 △ 122 △ 39

＊ 2022年４⽉１⽇に実施したセメント事業及びその関連事業等の統合に伴い、セメント関連は「その他」に含めて記載しております。

合計
87 △ 26

12

0

0 △ 2

46

0 0

12

調整額
0

環境・エネルギー
0

その他 ＊

△ 1

⾦属
46 △ 14 16

加⼯
20 0

受取配当⾦ 持分法損益 その他

6

2 4 7

16 △ 14 0

為替差 価格差 数量差

⾼機能製品
18 △ 10

事業
ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
による増減

【ご参考】前年実績対⽐（セグメント別 要因内訳）
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［単位︓億円］

１Q ２Q 上期 ３Q ４Q 下期 通期 １Q ２Q 上期 下期 通期
売上⾼ 1,157 1,148 2,305 1,262 1,291 2,553 4,859 1,332 1,270 2,603 2,795 5,398
営業利益 32 26 58 39 48 88 147 37 24 61 46 107
経常利益 42 30 72 44 52 96 169 38 23 61 38 99
売上⾼ 865 864 1,729 946 990 1,936 3,666 1,037 963 2,001 2,121 4,122

銅加⼯ 営業利益 9 4 14 16 15 32 46 10 14 24 23 47
経常利益 17 2 19 18 15 33 53 7 5 12 13 25
売上⾼ 295 287 583 319 304 623 1,207 299 304 604 681 1,285

電⼦材料 営業利益 22 21 43 23 33 56 100 25 12 38 27 65
経常利益 25 27 53 25 37 63 116 30 20 50 30 80
売上⾼ 334 320 654 334 336 671 1,326 362 355 718 783 1,501
営業利益 21 37 58 42 39 82 141 43 35 78 77 155
経常利益 21 36 57 42 45 87 145 50 37 88 74 162
売上⾼ 2,371 2,323 4,694 2,425 2,852 5,277 9,971 2,888 2,766 5,655 5,252 10,907
営業利益 71 77 148 21 83 104 252 58 100 159 38 197
経常利益 166 82 249 149 103 252 502 114 86 201 6 207
売上⾼ 55 36 91 40 46 86 178 50 51 102 79 181
営業利益 2 4 7 2 12 15 22 10 5 15 8 23
経常利益 5 8 14 7 16 24 38 14 10 25 14 39
売上⾼ 1,088 1,098 2,186 1,168 1,239 2,408 4,595 351 378 729 795 1,524
営業利益 37 24 61 23 19 43 105 7 17 24 20 44
経常利益 34 14 49 14 3 17 66 △ 38 △ 69 △ 108 △ 110 △ 218
売上⾼ △ 730 △ 603 △ 1,333 △ 691 △ 789 △ 1,480 △ 2,813 △ 759 △ 729 △ 1,488 △ 1,124 △ 2,612
営業利益 △ 15 △ 27 △ 43 △ 27 △ 70 △ 98 △ 142 △ 17 △ 27 △ 44 △ 44 △ 88
経常利益 △ 19 △ 41 △ 61 △ 27 △ 71 △ 99 △ 161 △ 7 △ 29 △ 37 △ 73 △ 110
売上⾼ 4,276 4,323 8,600 4,539 4,977 9,517 18,117 4,226 4,093 8,319 8,581 16,900
営業利益 148 141 290 102 133 236 527 139 156 295 145 440
経常利益 251 130 382 229 148 378 760 170 59 230 △ 50 180

＊2022年４⽉１⽇に実施したセメント事業及びその関連事業等の統合に伴い、セメント関連は「その他」に含めて記載しております。

合計

環境・エネルギー

調整額

その他 ＊

2023年3⽉期⾒込

加⼯

⾦属

■損益推移状況 2022年3⽉期実績

⾼機能製品

■諸元・前提条件
伸銅品販売量 (千ｔ) 34 34 68 35 35 70 138 34 33 66 72 139
電気銅販売量(単体⾃社品) (千ｔ) 72 74 146 79 92 170 316 79 83 162 147 309
電気銅販売量(PTS) (千ｔ) 66 65 131 72 68 140 271 68 70 138 96 233
鉱⼭配当 (億円) 94 0 94 135 5 140 235 51 5 57 17 74

ドル為替レート (円/ドル) 109 110 110 114 116 115 112 130 138 134 145 139
ユーロ為替レート (円/ユーロ) 132 130 131 130 130 130 131 138 139 139 140 139
銅価格（LME） (￠/lb) 440 425 433 440 453 446 440 432 351 392 345 368

【ご参考】四半期別実績推移
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三菱マテリアル株式会社
経営戦略部 コーポレートコミュニケーション室 ＩＲグループ

〒100-8117 東京都千代⽥区丸の内3-2-3 丸の内⼆重橋ビル

TEL : 03-5252-5290

https://www.mmc.co.jp/corporate/ja/index.html

お問合せ先

＜免責事項＞

本資料における⾒通しは、本資料発表⽇時点で⼊⼿可能な情報により当社が判断したものです。
実際の業績は様々なリスク要因や不確実な要素により、本資料業績予想と⼤きく異なる可能性があります。

本資料に掲載されている内容・写真・図表などの無断転載を禁⽌します。
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